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労働安全衛生関係

免許試験日程
平成30年8月から10月までの間
に当センターで実施する学科試
験の日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
http://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験

クレーン・
デ リ ッ ク
運 転 士
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本日は晴天なり！
労働災害－災害事例・統計－

4
5
11

仕事休もっ化計画 始動！
テレワーク・デイズ
岡山労働基準監督署からのお知らせ
岡山県働き方改革推進支援センターのご案内
均等・両立推進企業表彰について

2
2
3
3
4

衛生管理講習会のご案内
中小企業無災害記録証授与制度のご案内
災害ゼロで楽しい夏休み「夏ゼロ運動」

8
10
12

　「夏ゼロ運動」は、高温多湿となり熱中症などの労働災害が
発生しやすい夏季に、働く人たちが労働災害に遭うことなく、
家族全員が健康で楽しい夏休みを過ごせることを目的に、東備
地区で行われている労働災害ゼロを目指した活動です。平成４
年から続けられ、本年で27回目を迎えます。例年７月20日から
８月31日までの期間で行っており、和気労働基準監督署と当協
会を含む７災害防止団体で構成する災害防止団体等連絡協議会
が、管内事業所を対象とした一斉パトロールを行っています。
　平成29年度の岡山県内の労働死亡災害は19人（前年比５人、
35.7％増）となり、休業４日以上の労働災害は2,113人（前年比
292人、16％増）でした。和気労働基準監督署管内において
は、労働死亡災害が昨年に引き続き１件発生し、休業４日以上
の労働災害は100件（前年比２件、２％減）発生しており、２年
連続で100件以上となっています。
　東備地区の労働災害防止活動を推進するために、和気労働基準監督署並びに災害防止団体等連絡協議会
では、「不安全設備ゼロ」・「不安全行動ゼロ」を掲げ、７月20日に一斉パトロールを実施いたします。

７月20日～８月31日７月20日～８月31日
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週休２日制の会社で、８月13 日（月）～15 日（水）が
夏季休暇（お盆休み）の場合には５連休となります。
16 日（木）と17 日（金）に年次有給休暇をプラスすると９連休となります。

　平成30年７月２日から、岡山労働基準監督署の電話番号が、
以下のとおり一部変更されます。

監督業務
　　労働時間、36協定、就業規則、年次有給休暇、労働時間、賃金不払い、最低賃金など
法律の施行に関する相談・問合せ
相談・支援業務
　　労働時間の制度及び制度改善に関する取組・支援に関する相談・問合せ

お知らせ

086－225－0591

　　建設工事や危険・有害な設備等に関する計画届、労働災害防止対策、健康の確保対策に
関する相談・問合せ

086－225－0592

　　労災保険に関する給付請求・申請・相談・問合せ
　　労働保険の加入・変更、労働保険の申告

086－225－0593

　　解雇・雇止め・賃金の引き下げ・いじめ・いやがらせ・自己都合退職などに関する相談
086－283－4540総合労働相談コーナー

労 災 業 務

安 全 衛 生 業 務

監 督 業 務
相 談 ・ 支 援 業 務

岡山労働局雇用環境・均等室　指導係
　☎ 086－225－2017　

―　この記事に関するお問い合わせは　―

岡山県働き方改革推進支援センターのご案内

この記事に関するお問い合わせ先

岡山労働局雇用環境・均等室　指導係　☎086－225－2017

テレワークは、情報通信技術を活用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟
な働き方です。適切な労務管理下におけるテレワークは、業務の効率化や、
通勤負担の軽減によるワーク･ライフ･バランスの実現を図ることができます。
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①尿異常、画像診断、血液、病理で腎障害の存在が明らか。
　特に0.15g/gCr以上のタンパク尿（30mg/gCr以上
のアルブミン尿）の存在が重要
②GFR＜60 mL/分/1.73 m2

①、②のいずれか、または両方が3カ月以上持続する

表１　ＣＫＤ（慢性腎臓病）　定義

ＧＦＲ：糸球体ろか量　腎臓の血流量

・  糖尿病
・  高血圧
・  加齢
・  喫煙（喫煙本数が多いほど危険度が高い）
・  脂質異常症
・  肥満、メタボリックシンドローム
・  貧血
・  高尿酸血症

表3　ＣＫＤの主な危険因子

病的でない
蛋白尿

激しい運動や発熱時

起立性蛋白尿（立っていることで腎臓の
血管が圧迫させる）

その他（妊娠、精神的なストレス、蛋白質
の過剰摂取、寒冷刺激後　など）

疾患に関連
した蛋白尿

腎炎（急性・慢性）、ネフローゼ症候群、ア
ミロイド腎　など

尿路感染症、尿管結石、尿路腫瘍

血液疾患（多発性骨髄腫、溶血性貧血）、
膠原病、心不全　など

表２　タンパク尿の主な原因

　厚生労働省では「職場における女性の能力発揮を促進するための
積極的な取組」（ポジティブ・アクション）及び「仕事と育児・介
護との両立支援のための取組」について、他の模範となる取組を推
進している企業を表彰しています。人材の確保定着や従業員のモチ
ベーションの向上にもつながります。
　平成30年度の候補企業を公募しますので、ぜひご応募ください。

○表彰基準・応募方法
　表彰基準・応募方法その他詳細は以下のサイトをご覧ください。

均等・両立推進企業表彰均等・両立推進企業表彰

応募期間　平成30年６月４日～７月31日応募期間　平成30年６月４日～７月31日

http://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/award/ http://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/award/ 

　東京海上日動リスクコンサルティング(株)　「均等・両立推進企業表彰」事務局
　〒100－0004　東京都千代田区大手町1-5-1　大手町ファーストスクエア　ウェストタワー23Ｆ
　　　　メール: environment@tokiorisk.co.jp　電話：03－5288－6582

女性の活躍を推進している企業
　 ファミリー・フレンドリーな企業を表彰します
女性の活躍を推進している企業
　 ファミリー・フレンドリーな企業を表彰します
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の
対
策
に
お
い
て
も
尿
の
観
察
は
と
て
も
重

要
で
す
。
腎
臓
が
機
能
不
全
に
陥
る
と
腎
不
全
と
な
り
尿
毒
症
の
状
態
と

な
り
ま
す
。
慢
性
に
続
く
と
慢
性
腎
不
全
と
言
わ
れ
人
工
透
析
に
よ
る
治

療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
二
〇
一
五

年
末
時
点
で
約
三
二
・
五
万
人
、
お
よ
そ
四
〇
〇
人
に
一
人
の
割
合
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。

　
慢
性
腎
不
全
の
原
因
疾
患
は
最
近
で
は
圧
倒
的
に
糖
尿
病
が
多
く
、
全

体
の
四
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
割
合
は
増
え
続
け
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
腎
障
害
の
非
常
に
早
期
か
ら

積
極
的
に
医
療
介
入
す
る
事
が
重
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
提
唱
さ
れ

た
の
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
シ
ー
ケ
ー
デ
ィ
ー
）
の
概
念
で
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
『
慢
性

腎
臓
病
』
を
意
味
し
、
表
１
の
様
に
定
義
さ
れ
ま
す
。
健
診
で
は
表
１
①

に
あ
る
よ
う
に
タ
ン
パ
ク
尿
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
疑
う
重
要
な
項
目
と
な
り
ま

す
。
ま
た
腎
機
能
を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
表
１
②
に
あ
る
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
あ

り
ま
す
、
最
近
は
こ
の
数
字
を
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
タ
ン
パ
ク
尿
が
直
ち
に
治
療
が
必
要
な
疾
患
と
い
う
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
表
２
の
様
に
タ
ン
パ
ク
尿
の
原
因
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
病
的
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
ま
ず
は
原
因
を
突
き
止
め
る
事

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
国
内
の
患
者
数
は
千
三
百
万
人
に
達
し
て
い
る
と
報
告
さ

れ
、
成
人
の
八
人
に
一
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状

況
か
ら
『
二
一
世
紀
に
出
現
し
た
新
た
な
国
民
病
』
と
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
の
研
究
で
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
末
期
の
腎
不
全
の
危
険
因
子
だ
け
で
は
な

く
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
脳
梗
塞
の
発
症
、
死
亡
と
関
係
が
深
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
治
療
の
目
標
は
末
期
の
腎
不
全
へ
の
進
行
を
食

い
止
め
る
こ
と
と
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
血
管
関
連
の
合
併
症
の
発
症
を
防

ぐ
と
い
う
二
点
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
ま
ず
生
活
習
慣
の
改
善
（
禁

煙
，
減
塩
，
肥
満
の
改
善
な
ど
）
が
、
ま
た
同
時
に
、
原
因
と
な
っ
て
い

る
疾
患
の
厳
格
な
管
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
可
能
な
限
り
腎
臓
へ
の
負
担
を

軽
く
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
最
近
Ｃ
Ｋ
Ｄ
へ
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
『
た
か
が
タ
ン
パ
ク
尿
』
と
放

置
せ
ず
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
可
能
性
が
な
い
か
ど
う
か
積
極
的
に
検
査
を
受
け
る

事
が
重
要
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
定
期
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
（
表
３
参
照
）
で
尿
タ
ン
パ
ク
陽
性

の
方
に
は
積
極
的
に
コ
メ
ン
ト
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
結
果
を
放
置
せ
ず
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
有
効
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

本
日
は
晴
天
な
り
！
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①尿異常、画像診断、血液、病理で腎障害の存在が明らか。
　特に0.15g/gCr以上のタンパク尿（30mg/gCr以上
のアルブミン尿）の存在が重要
②GFR＜60 mL/分/1.73 m2

①、②のいずれか、または両方が3カ月以上持続する

表１　ＣＫＤ（慢性腎臓病）　定義

ＧＦＲ：糸球体ろか量　腎臓の血流量

・  糖尿病
・  高血圧
・  加齢
・  喫煙（喫煙本数が多いほど危険度が高い）
・  脂質異常症
・  肥満、メタボリックシンドローム
・  貧血
・  高尿酸血症

表3　ＣＫＤの主な危険因子

病的でない
蛋白尿

激しい運動や発熱時

起立性蛋白尿（立っていることで腎臓の
血管が圧迫させる）

その他（妊娠、精神的なストレス、蛋白質
の過剰摂取、寒冷刺激後　など）

疾患に関連
した蛋白尿

腎炎（急性・慢性）、ネフローゼ症候群、ア
ミロイド腎　など

尿路感染症、尿管結石、尿路腫瘍

血液疾患（多発性骨髄腫、溶血性貧血）、
膠原病、心不全　など

表２　タンパク尿の主な原因

　厚生労働省では「職場における女性の能力発揮を促進するための
積極的な取組」（ポジティブ・アクション）及び「仕事と育児・介
護との両立支援のための取組」について、他の模範となる取組を推
進している企業を表彰しています。人材の確保定着や従業員のモチ
ベーションの向上にもつながります。
　平成30年度の候補企業を公募しますので、ぜひご応募ください。

○表彰基準・応募方法
　表彰基準・応募方法その他詳細は以下のサイトをご覧ください。

均等・両立推進企業表彰均等・両立推進企業表彰

応募期間　平成30年６月４日～７月31日応募期間　平成30年６月４日～７月31日

http://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/award/ http://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/award/ 

　東京海上日動リスクコンサルティング(株)　「均等・両立推進企業表彰」事務局
　〒100－0004　東京都千代田区大手町1-5-1　大手町ファーストスクエア　ウェストタワー23Ｆ
　　　　メール: environment@tokiorisk.co.jp　電話：03－5288－6582

女性の活躍を推進している企業
　 ファミリー・フレンドリーな企業を表彰します
女性の活躍を推進している企業
　 ファミリー・フレンドリーな企業を表彰します

20周年を
迎えま

した！

中小企業
の事業主

の方も

ぜひご応
募くださ

い

お問い合わせ・応募用紙は……

厚生労働大臣最優良賞
両部門の表彰基準を
満たす企業

厚生労働大臣優良賞

均等推進企業部門

厚生労働大臣優良賞

ファミリー・
フレンドリー部門

「
う
ど
ん
好
き
の
ル
ー
ツ
」

北
村

　牧
子

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部

　

　
　
　
　

  

健
康
安
全
課
長

　
本
年
４
月
か
ら
岡
山
労
働
局
労
働
基
準

部
健
康
安
全
課
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
、
北
村
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
岡
山
県
で
暮
ら

す
の
は
初
め
て
で
す
が
、
香
川
県
出
身
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
親
し
み
や
す

い
土
地
柄
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
夫
を
一
人
だ
け
東
京
に
置
き
去

り
に
し
、
４
人
の
子
供
た
ち
を
連
れ
て
き

ま
し
た
。
４
月
前
半
は
子
供
た
ち
の
転

学
・
入
学
手
続
き
等
で
バ
タ
バ
タ
と
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近

よ
う
や
く
生
活
に
余
裕
も
で
き
、
蒜
山
観

光
、
和
気
の
藤
祭
り
や
龍
ノ
口
山
へ
の
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
、
岡
山
観
光
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
さ
て
、
香
川
県
出
身
と
い
う
こ
と
を
お

話
す
る
と
、
必
ず
言
わ
れ
る
の
が
「
う
ど

ん
好
き
で
し
ょ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で

す
。
も
ち
ろ
ん
う
ど
ん
は
大
好
物
な
の
で

す
が
、
今
回
改
め
て
私
の
う
ど
ん
好
き
の

ル
ー
ツ
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
私
は
少
林
寺
拳
法
の
総
本
山
が
あ
る
多

度
津
町
で
育
ち
ま
し
た
が
、
私
が
通
っ
た

中
学
校
は
香
川
県
で
も
か
な
り
特
殊
な
中

学
校
で
し
た
。

　
今
は
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
が

通
っ
て
い
た
当
時
は
運
動
会
や
音
楽
会
、

年
に
数
回
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ク
ラ
ス
間
の
順
位

を
競
い
合
い
、
学
期
末
に
上
位
３
位
ま
で

の
ク
ラ
ス
に
は
「
小
麦
粉
」
が
賞
品
と
し

て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
１
位
は
小
麦
粉
５

㎏
、
２
位
は
３
㎏
、
３
位
は
１
㎏
と
い
う

よ
う
に
配
ら
れ
、
年
度
末
に
は
１
年
間
で

勝
ち
取
っ
た
小
麦
粉
を
使
っ
て
ク
ラ
ス
の

皆
で
う
ど
ん
を
打
っ
て
食
べ
た
も
の
で

す
。

　
ま
た
年
末
に
は
校
舎
の
壁
の
塗
り
替
え

や
ワ
ッ
ク
ス
が
け
な
ど
を
先
生
と
生
徒
が

一
緒
に
行
う
の
で
す
が
、
そ
の
作
業
終
了

後
に
も
生
徒
が
打
っ
た
う
ど
ん
を
皆
で
食

べ
る
な
ど
、
他
の
中
学
校
で
は
経
験
で
き

な
い
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
私
の
育
っ
た
環
境
は
か
な
り
特
殊
だ
と

思
い
ま
す
が
、
香
川
県
で
は
う
ど
ん
が
生

活
に
密
着
し
て
い
る
の
で
、
「
う
ど
ん
好

き
」
な
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
な
、
と

思
い
ま
す
。
私
の
子
供
た
ち
は
東
京
育
ち

で
す
が
、
私
の
遺
伝
の
せ
い
か
、
や
は
り

う
ど
ん
が
大
好
物
で
す
。
地
元
の
香
川
だ

け
で
な
く
岡
山
に
も
お
い
し
い
う
ど
ん
屋

さ
ん
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
子
供
た
ち
を
連
れ
て
う
ど
ん
屋

巡
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

肝
腎
要
（
か
ん
じ
ん
か
な
め
）
の
お
話

労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー 

所
長  

藤
田

　充
啓

一
般
社
団
法
人

　岡
山
県
労
働
基
準
協
会

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。
熱
中
症
対
策
は
万
全

で
し
ょ
う
か
、
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
月
は
肝
腎
要
の
お
話
で
す
。
文
字
通
り
人
体
で
重
要
な
臓
器
で
あ
る

肝
臓
と
腎
臓
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
非
常
に
大
切
な
と
い
う
意
味
で
す
。
今

回
は
腎
臓
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
腎
臓
は
い
く
つ
か
の
重
要
な

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
が
そ
の
主
な
も
の
は
尿
の
生
成
で
す
。
つ
ま
り
体

の
老
廃
物
を
体
外
に
排
泄
す
る
機
能
で
す
。
尿
の
状
態
は
体
の
水
分
バ
ラ

ン
ス
と
も
関
係
し
、
熱
中
症
の
対
策
に
お
い
て
も
尿
の
観
察
は
と
て
も
重

要
で
す
。
腎
臓
が
機
能
不
全
に
陥
る
と
腎
不
全
と
な
り
尿
毒
症
の
状
態
と

な
り
ま
す
。
慢
性
に
続
く
と
慢
性
腎
不
全
と
言
わ
れ
人
工
透
析
に
よ
る
治

療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
二
〇
一
五

年
末
時
点
で
約
三
二
・
五
万
人
、
お
よ
そ
四
〇
〇
人
に
一
人
の
割
合
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。

　
慢
性
腎
不
全
の
原
因
疾
患
は
最
近
で
は
圧
倒
的
に
糖
尿
病
が
多
く
、
全

体
の
四
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
割
合
は
増
え
続
け
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
腎
障
害
の
非
常
に
早
期
か
ら

積
極
的
に
医
療
介
入
す
る
事
が
重
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
提
唱
さ
れ

た
の
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
シ
ー
ケ
ー
デ
ィ
ー
）
の
概
念
で
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
『
慢
性

腎
臓
病
』
を
意
味
し
、
表
１
の
様
に
定
義
さ
れ
ま
す
。
健
診
で
は
表
１
①

に
あ
る
よ
う
に
タ
ン
パ
ク
尿
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
疑
う
重
要
な
項
目
と
な
り
ま

す
。
ま
た
腎
機
能
を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
表
１
②
に
あ
る
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
あ

り
ま
す
、
最
近
は
こ
の
数
字
を
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
タ
ン
パ
ク
尿
が
直
ち
に
治
療
が
必
要
な
疾
患
と
い
う
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
表
２
の
様
に
タ
ン
パ
ク
尿
の
原
因
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
病
的
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
ま
ず
は
原
因
を
突
き
止
め
る
事

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
国
内
の
患
者
数
は
千
三
百
万
人
に
達
し
て
い
る
と
報
告
さ

れ
、
成
人
の
八
人
に
一
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状

況
か
ら
『
二
一
世
紀
に
出
現
し
た
新
た
な
国
民
病
』
と
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
の
研
究
で
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
末
期
の
腎
不
全
の
危
険
因
子
だ
け
で
は
な

く
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
脳
梗
塞
の
発
症
、
死
亡
と
関
係
が
深
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
治
療
の
目
標
は
末
期
の
腎
不
全
へ
の
進
行
を
食

い
止
め
る
こ
と
と
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
血
管
関
連
の
合
併
症
の
発
症
を
防

ぐ
と
い
う
二
点
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
ま
ず
生
活
習
慣
の
改
善
（
禁

煙
，
減
塩
，
肥
満
の
改
善
な
ど
）
が
、
ま
た
同
時
に
、
原
因
と
な
っ
て
い

る
疾
患
の
厳
格
な
管
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
可
能
な
限
り
腎
臓
へ
の
負
担
を

軽
く
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
最
近
Ｃ
Ｋ
Ｄ
へ
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
『
た
か
が
タ
ン
パ
ク
尿
』
と
放

置
せ
ず
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
可
能
性
が
な
い
か
ど
う
か
積
極
的
に
検
査
を
受
け
る

事
が
重
要
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
定
期
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
（
表
３
参
照
）
で
尿
タ
ン
パ
ク
陽
性

の
方
に
は
積
極
的
に
コ
メ
ン
ト
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
結
果
を
放
置
せ
ず
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
有
効
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

本
日
は
晴
天
な
り
！
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第77回全国産業安全衛生大会　2018 in 横浜第77回全国産業安全衛生大会　2018 in 横浜
～安全・健康の決意新たに　トップの率先　現場の改善～～安全・健康の決意新たに　トップの率先　現場の改善～

【開催期間】　平成30年10月18日（水）～19日（金）
【会　　場】　総合集会：　10月17日
　　　　　　　　　　　  横浜アリーナ
　　　　　　分 科 会：　10月18日、19日
　　　　　　　　　　　  神戸国際展示場、神戸国際会議場ほか

【特別講演】　「日本の未来－働き方改革、高齢化、技術革新」
　　　東京大学名誉教授 学習院大学国際社会科学部教授
　　　　　　　　　　　　　　経済学博士　伊藤　元重 氏

【スペシャルトーク】　「わが野球人生」

　　　　　　　　　　　　　　野球解説者　中畑　　清 氏
※詳しくは、弘報７月号（今月号）の附録をご覧ください。

 

健康診断は全衛連の労働衛生サービス機能評価の認定を取得

健康診断と
作業環境測定は、

労働衛生センターに
お任せください。

品質と精度管理には自信があります。
安心してご利用ください。

（一社）岡山県労働基準協会

☎086-281-4500  FAX 086-282-6548  
岡山市南区山田 2315-4（岡山県安全衛生会館内）
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暑中お見舞い申し上げます

〒

取締役工場長　有馬　慎弥

ヒルタ工業株式会社
晝　田　眞　三代表 取 締 役

会 長

昼　田　哲　士代表 取 締 役
社 長
笠岡（本社）工場
〒714-0062　岡山県笠岡市茂平1410
TEL（0865）66-3700（代）　FAX（0865）66-2888
http://www.hiruta-kogyo.co.jp

エレクトロニクスで
社会に貢献する

代表取締役社長　吉　岡　浩　文

Tel 0865-64-4771 Fax 0865-64-5163
http://www.sunlavieen.co.jp

「おいしい！」をキチンと

〒719-0302 岡山県浅口郡里庄町新庄3920

品川リフラクトリーズ株式会社
SHINAGAWA REFRACTORIES CO., LTD.

西 日 本 工 場
〒705- 8615 岡山県備前市東片上88

〒719-0301 岡山県浅口郡里庄町里見3121─1
　　　電話（0865）64─4131（代）
　　　http://www.s-takaya.co.jp/

限りない未来の創造へ

暑中お見舞い申し上げます

太陽綜合法律事務所
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取締役社長  　苅　田　善　嗣

岡山県津山市林田町9 2
☎（ 0 8 6 8 ）2 2 ─ 7 2 1 1

本社／〒7 0 9 - 0 6 2 5
　　　岡山市東区上道北方 6 8 8 - 1
　　　T E L （ 0 8 6 ） 2 7 9 - 5 1 1 1
　　　F A X（ 0 8 6 ） 2 7 9 - 3 1 0 7

■公園・環境エクステリア製品  ■住宅・産業用資材
■木材防腐資材  ■プレカット
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おいしさの未来を、広げます。

笠  岡  信  用  組  合
いつも地域と共に
　　「かさしん」は皆様のコミュニティーバンクです
本店／笠岡市笠岡2388-40
　　　TEL（0865）62-3100　http://www.kasaoka.shinkumi.jp
支店／金浦　東　本町　鴨方　井原　里庄　寄島　井原東
　　　岡山　倉敷　玉島　中庄　矢掛　岡山南　福山

生駒　要治
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【特別講演】　「日本の未来－働き方改革、高齢化、技術革新」
　　　東京大学名誉教授 学習院大学国際社会科学部教授
　　　　　　　　　　　　　　経済学博士　伊藤　元重 氏

【スペシャルトーク】　「わが野球人生」

　　　　　　　　　　　　　　野球解説者　中畑　　清 氏
※詳しくは、弘報７月号（今月号）の附録をご覧ください。
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（一社）岡山県労働基準協会

☎086-281-4500  FAX 086-282-6548  
岡山市南区山田 2315-4（岡山県安全衛生会館内）
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平成30年度 衛生管理講習会のご案内平成30年度 衛生管理講習会のご案内

日　　　　程 時　　間 テーマ・講　師

一般社団法人岡山県労働基準協会

　今年も、９月１日から30日を準備期間として、10月１日から７日まで第69回全国労働衛生週間が展開されます。
当協会では、例年各支部において準備期間中に開催している標記講習会を下記のとおり計画いたしました。
　ご都合のよい日程・テーマでご受講くださいますようご案内申し上げます。

１．日　程・テーマ

平成30年
９月11日（火）
和気商工会　
（和気郡和気町尺所2）

13：35～13：50
13：50～14：25

14：25～14：45
15：00～16：30

９月25日（火）
ピュアリティまきび
（岡山市北区下石井

2-6-41）

13：30～13：40
13：40～14：30

14：30～14：40
14：40～14：50

15：00～16：30

13：25～13：35
13：35～14：25

14：25～14：35
14：45～16：15

９月13日（木）
岡山県労働基準協会　
　笠岡支部
（笠岡市四番町5-18）

９月19日（水）
グリーンヒルズ津山 
　リージョンセンター

（津山市大田 920）

13：30～13：45
13：45～14：35

14：35～14：45
15：00～16：30

挨拶 和気労働基準監督署長　犬　塚　浩　司 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」
 厚生労働技官　柚　木　伸　也 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演「楽しく学ぼう！アンガーマネジメント講座」
　　　　  　　　　　　　　　　      ～イライラの連鎖から笑顔の連鎖へ～
フリーアナウンサー／アンガーマネジメントファシリテーター　中　村　恵　美 氏

挨拶 津山労働基準監督署長　間　野　啓　二 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」　

安全衛生課長　田　口　　　修 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
セミナー「入門編　化学物質リスクアセスメントって何？」
    横溝労働安全衛生コンサルタント事務所　所長　横　溝　   　浩 氏

挨拶 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」
  安全衛生課長　田　渕　英　二 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演「衛生管理におけるレジリエンス」～失敗から学び挑戦する心理的な力～
　　　　一般社団法人日本きらめき協会　代表理事／

きらめき労働オフィス　代表　角　井　孝　次 氏

1 3：35～14：25
14：25～14：50
15：00～16：30

９月14日（金）
まなび広場にいみ
　小ホール
（新見市新見123-2）

挨拶及び監督署指導 新見労働基準監督署長　須々木　竜　紀 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演「“簡単リラックス”（セルフケア）でストレスに強い人・組織づくり」
   産業カウンセラー／西日本経営・安全衛生サポートセンター　所長　佐　藤　新　治 氏

1 3：30～13：35
13：35～14：35

14：35～14：45
15：00～16：30

９月18日（火）
ＪＦＥスチール㈱　
　広江クラブ
（倉敷市広江 4-1-1）

挨拶 倉敷労働基準監督署長　山　本　正　晴 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」　

安全衛生課長　高　橋　慎太郎 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演 「新たな安全健康時代を迎えて『今後の安全健康管理方針』を考える」
　　　　   東京安全衛生教育センター　非常勤講師　多　田　敏　基 氏

９月14日（金）
玉野市総合体育館
　レクレセンター

（玉野市玉2-3-1）

13：35～13：50
13：50～14：40

14：40～14：50
15：00～16：30

挨拶 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」  

安全衛生課長　田　渕　英　二 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演「快適職場を目指したリスクアセスメントの取り組み」
株式会社サンキョウ－エンビックス　衛生企画部 部長　髙　月　克　己 氏

挨拶　　　　　　　　　　　　笠岡労働基準監督署長　金　武　邦　洋 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えて」 

産業安全専門官　片　島　伸　司 氏
講演①「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」　岡山産業保健総合支援センター
講演②「備中保健所井笠支所地域保健課からのご案内」
 備中保健所井笠支所　地域保健課　主任　石　橋　道　子 氏
特別講演「こころの健康づくり」～導入と展開の仕方～
一般社団法人日本産業カウンセラー協会中国支部　主任　今　井　洋　子 氏 

記

衛生管理講習会（９月　　日　　　支部）受講申込書
≪様式≫ ＊7040

２．受 講 料 　会　員　4,320円（消費税、資料代込）
　　　　　　　　 非会員　8,640円（消費税、資料代込）

３．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　　　　（会員IDをお持ちでない場合は、TEL（0 8 6）2 2 5－3 5 7 1へご連絡ください。）
　　　　　　　　 ②窓口・ＦＡＸ申込
　　　　　　　　　受講申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

４．そ の 他 　 

５．申 込 先　一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
〒701‒0202　岡山市南区山田2315－4

（086）221－2160
（086）422－6230
（0863）21－2349
（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532

（086）227－1047
（086）426－6521
（0863）21－3334
（086）473－1870
（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
（086）282－6506

ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

＜振込先＞中国銀行富田町支店　普通 　1 6 1 3 3 8 1
　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会

※申込書に記入された氏名、生年月日等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本講習の的確な実施のためにのみ使用します。

生　年　月　日氏　　名　（フリガナ）※受付

事 業 所 名

所　在　地

ご 連 絡 先

ご 担 当 者
職　氏　名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〒　　　　－
　　　　　　都道　　　　　　市郡
　　　　　　府県　　　　　　区

ＴＥＬ（　　　　）　　　　－　　　　　　　　　ＦＡＸ（　　　　）　　　　－
メール

男  

女

男  

女

男  

女

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

支

　払

　方

　法

受講料　　　　　　　円を

　　　　　　月　　　日に

①上記振込先へ振込

②窓口に持参
（講習当日はご遠慮ください）

受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
キャンセルの場合、講習会前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,080
円と振込手数料を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、講習会当日に欠
席の場合は受講料の返金はいたしません。
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平成30年度 衛生管理講習会のご案内平成30年度 衛生管理講習会のご案内

日　　　　程 時　　間 テーマ・講　師

一般社団法人岡山県労働基準協会

　今年も、９月１日から30日を準備期間として、10月１日から７日まで第69回全国労働衛生週間が展開されます。
当協会では、例年各支部において準備期間中に開催している標記講習会を下記のとおり計画いたしました。
　ご都合のよい日程・テーマでご受講くださいますようご案内申し上げます。

１．日　程・テーマ

平成30年
９月11日（火）
和気商工会　
（和気郡和気町尺所2）

13：35～13：50
13：50～14：25

14：25～14：45
15：00～16：30

９月25日（火）
ピュアリティまきび
（岡山市北区下石井

2-6-41）

13：30～13：40
13：40～14：30

14：30～14：40
14：40～14：50

15：00～16：30

13：25～13：35
13：35～14：25

14：25～14：35
14：45～16：15

９月13日（木）
岡山県労働基準協会　
　笠岡支部
（笠岡市四番町5-18）

９月19日（水）
グリーンヒルズ津山 
　リージョンセンター

（津山市大田 920）

13：30～13：45
13：45～14：35

14：35～14：45
15：00～16：30

挨拶 和気労働基準監督署長　犬　塚　浩　司 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」
 厚生労働技官　柚　木　伸　也 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演「楽しく学ぼう！アンガーマネジメント講座」
　　　　  　　　　　　　　　　      ～イライラの連鎖から笑顔の連鎖へ～
フリーアナウンサー／アンガーマネジメントファシリテーター　中　村　恵　美 氏

挨拶 津山労働基準監督署長　間　野　啓　二 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」　

安全衛生課長　田　口　　　修 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
セミナー「入門編　化学物質リスクアセスメントって何？」
    横溝労働安全衛生コンサルタント事務所　所長　横　溝　   　浩 氏

挨拶 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」
  安全衛生課長　田　渕　英　二 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演「衛生管理におけるレジリエンス」～失敗から学び挑戦する心理的な力～
　　　　一般社団法人日本きらめき協会　代表理事／

きらめき労働オフィス　代表　角　井　孝　次 氏

1 3：35～14：25
14：25～14：50
15：00～16：30

９月14日（金）
まなび広場にいみ
　小ホール
（新見市新見123-2）

挨拶及び監督署指導 新見労働基準監督署長　須々木　竜　紀 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演「“簡単リラックス”（セルフケア）でストレスに強い人・組織づくり」
   産業カウンセラー／西日本経営・安全衛生サポートセンター　所長　佐　藤　新　治 氏

1 3：30～13：35
13：35～14：35

14：35～14：45
15：00～16：30

９月18日（火）
ＪＦＥスチール㈱　
　広江クラブ
（倉敷市広江 4-1-1）

挨拶 倉敷労働基準監督署長　山　本　正　晴 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」　

安全衛生課長　高　橋　慎太郎 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演 「新たな安全健康時代を迎えて『今後の安全健康管理方針』を考える」
　　　　   東京安全衛生教育センター　非常勤講師　多　田　敏　基 氏

９月14日（金）
玉野市総合体育館
　レクレセンター

（玉野市玉2-3-1）

13：35～13：50
13：50～14：40

14：40～14：50
15：00～16：30

挨拶 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えるにあたって」  

安全衛生課長　田　渕　英　二 氏
講演「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」 岡山産業保健総合支援センター
特別講演「快適職場を目指したリスクアセスメントの取り組み」
株式会社サンキョウ－エンビックス　衛生企画部 部長　髙　月　克　己 氏

挨拶　　　　　　　　　　　　笠岡労働基準監督署長　金　武　邦　洋 氏
監督署指導「全国労働衛生週間を迎えて」 

産業安全専門官　片　島　伸　司 氏
講演①「岡山産業保健総合支援センターからのご案内」　岡山産業保健総合支援センター
講演②「備中保健所井笠支所地域保健課からのご案内」
 備中保健所井笠支所　地域保健課　主任　石　橋　道　子 氏
特別講演「こころの健康づくり」～導入と展開の仕方～
一般社団法人日本産業カウンセラー協会中国支部　主任　今　井　洋　子 氏 

記

衛生管理講習会（９月　　日　　　支部）受講申込書
≪様式≫ ＊7040

２．受 講 料 　会　員　4,320円（消費税、資料代込）
　　　　　　　　 非会員　8,640円（消費税、資料代込）

３．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　　　　（会員IDをお持ちでない場合は、TEL（0 8 6）2 2 5－3 5 7 1へご連絡ください。）
　　　　　　　　 ②窓口・ＦＡＸ申込
　　　　　　　　　受講申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

４．そ の 他 　 

５．申 込 先　一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
〒701‒0202　岡山市南区山田2315－4

（086）221－2160
（086）422－6230
（0863）21－2349
（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532

（086）227－1047
（086）426－6521
（0863）21－3334
（086）473－1870
（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
（086）282－6506

ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

＜振込先＞中国銀行富田町支店　普通 　1 6 1 3 3 8 1
　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会

※申込書に記入された氏名、生年月日等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本講習の的確な実施のためにのみ使用します。

生　年　月　日氏　　名　（フリガナ）※受付

事 業 所 名

所　在　地

ご 連 絡 先

ご 担 当 者
職　氏　名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〒　　　　－
　　　　　　都道　　　　　　市郡
　　　　　　府県　　　　　　区

ＴＥＬ（　　　　）　　　　－　　　　　　　　　ＦＡＸ（　　　　）　　　　－
メール

男  

女

男  

女

男  

女

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

支

　払

　方

　法

受講料　　　　　　　円を

　　　　　　月　　　日に

①上記振込先へ振込

②窓口に持参
（講習当日はご遠慮ください）

受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
キャンセルの場合、講習会前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,080
円と振込手数料を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、講習会当日に欠
席の場合は受講料の返金はいたしません。
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死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

5月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数死　亡　災　害

5月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

平成30年労働災害発生状況

林業
9人
（－2）

貨物5人（－2）

製造業
0人
（－3）

建設業
1人
（±0）

運輸交通業
0人
（－1）

その他
0人
（－2）

製
　　　造

　　　　　　 業　
　　　　　　197人
　　　　　　（＋8）全産業

677人
（＋33） 木建16人（＋2）

　  建設業
         75人

              （－10）　  鉱業　　2人（±0）運輸交通業
124人（＋21）

その他の
事業

265人　　
（＋18）　　

業種別
1人
（－6）

はさまれ・
巻き込まれ
0人（－1）

激突され
0人（－1）

崩壊・倒壊
1人（±0）

交通事故
0人（－4）

事故の
型　別
1人
（－6）

＊事例① 道路貨物運送業
〔発生状況〕経験：４年 発生：２月 ３時頃
　国道を走行中、トラックが片側交互通行のため停車していた
大型トラックに追突、追突したトラックの運転手が死亡した。
＊事例② 食料品製造業
〔発生状況〕経験：１年 発生：８月 14時頃
　中央線のない道路で、軽ワゴン車とミキサー車が正面衝突、
双方が横転し、軽ワゴン車の運転手が死亡した。
＊事例③ 道路貨物運送業
〔発生状況〕経験：１年 発生：10月 ２時頃
　国道を走行中、大型トラックが中央分離帯を乗越え、反対側を走行して
いたトラックに衝突、衝突されたトラックの運転手が死亡した。

【参考】　交通労働災害防止ガイドラインを遵守しましょう！（概要）
①適切な労働時間の管理、走行管理（十分な睡眠時間に配慮した労働時間の管理） 
②適切な走行計画の作成（タコグラフの活用）、点呼の実施（疲労、飲酒の確認） 
③雇入れ時教育、日常の教育、交通危険予知訓練の実施、交通安全情報マップの作成 
④定期健康診断、ストレスチェックの実施。必要に応じて保健指導を行いましょう。

トラックが起因した交通死亡災害（平成29年）

災　害　事　例

　全国安全週間（７/１～７/７）に先駆けた準備月間に、当協会安全管理講習会を各支部（７支部）にて開
催し、539名（全支部合計）の参加をいただきました。各支部、会員様の要望等をふまえ各支部それぞれの
テーマで講習会を実施したなか、今回は和気支部で開催した安全管理講習会をご紹介します。
　小規模事業場でも取組みが安易な現場改善事例がないか模索した中、昨年全国産業安全衛生大会で事例発
表され、大変好評を得た四国徳島の大塚化学株式会社様の事例を何とか皆様にお聞かせできないかお願いし
たところ快く承諾いただき開催の運びとなりました。
　大塚化学株式会社様は大企業ですが、今回の事
例は事業場規模に関係のないコミュニケーション
スキルで、実例を通じて体現でき、参加者が身を
もって、正しく伝えることのむずかしさを実感した
講習会となりました。「あんじょう伝えて安全確
保」をスローガンに取り組まれている安全活動で
すが、徳島労働局長表彰を受賞されるまでの苦難
や受賞後に災害が発生してしまったことなど、包
み隠さずお話しいただき、参加事業場の多くが感
心されていました。七転八倒～安全文化構築～に
向けあきらめない企業姿勢がとても参考となる講
習会でした。

中小企業無災害記録証授与制度　申請のご案内
　中央労働災害防止協会では、中小企業が自主的に安全衛生活動を進める上での目標となるよう「中小
企業無災害記録証授与制度」を設けています。この制度開始以来、経営者、従業員が一丸となって安全
衛生活動を進め、無災害記録を達成した多くの事業場に無災害記録証が授与されています。
　災害ゼロの安全で快適な職場づくりに向けて、ぜひこの制度をご活用ください。

表彰の対象となる事業場は次の要件をいずれも
満たしている事業場です。

○中小企業（資本の額又は出資の額の総額が１億
円以下又は常時使用される労働者数が300人
以下の企業）に属する事業場

○労働者が10人以上100人未満の事業場

・中央労働災害防止協会ホームページ　無災害記録証　     検索
・岡山県労働基準協会　℡０８６－２２５－３５７１

≪申請書及び制度のお問い合わせ≫

■中小企業無災害記録証授与制度申請のながれ

岡山県労働基準協会

安全管理講習会を開催
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死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

5月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数死　亡　災　害

5月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数
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製
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124人（＋21）

その他の
事業

265人　　
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0人（－1）

崩壊・倒壊
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トラックが起因した交通死亡災害（平成29年）

災　害　事　例
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や受賞後に災害が発生してしまったことなど、包
み隠さずお話しいただき、参加事業場の多くが感
心されていました。七転八倒～安全文化構築～に
向けあきらめない企業姿勢がとても参考となる講
習会でした。

中小企業無災害記録証授与制度　申請のご案内
　中央労働災害防止協会では、中小企業が自主的に安全衛生活動を進める上での目標となるよう「中小
企業無災害記録証授与制度」を設けています。この制度開始以来、経営者、従業員が一丸となって安全
衛生活動を進め、無災害記録を達成した多くの事業場に無災害記録証が授与されています。
　災害ゼロの安全で快適な職場づくりに向けて、ぜひこの制度をご活用ください。

表彰の対象となる事業場は次の要件をいずれも
満たしている事業場です。

○中小企業（資本の額又は出資の額の総額が１億
円以下又は常時使用される労働者数が300人
以下の企業）に属する事業場

○労働者が10人以上100人未満の事業場

・中央労働災害防止協会ホームページ　無災害記録証　     検索
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労働安全衛生関係

免許試験日程
平成30年8月から10月までの間
に当センターで実施する学科試
験の日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
http://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験

クレーン・
デ リ ッ ク
運 転 士

10月
1

9

10
18
18
18
18

11

24
24

3

８月

2

21
21

27
27

９月

19
26
3
3

13
13

5

12
12

27

★には、更に実技試験があります。
平成30年

★
★

★

★
★

悠々自適
本日は晴天なり！
労働災害－災害事例・統計－

4
5
11

仕事休もっ化計画 始動！
テレワーク・デイズ
岡山労働基準監督署からのお知らせ
岡山県働き方改革推進支援センターのご案内
均等・両立推進企業表彰について

2
2
3
3
4

衛生管理講習会のご案内
中小企業無災害記録証授与制度のご案内
災害ゼロで楽しい夏休み「夏ゼロ運動」

8
10
12

　「夏ゼロ運動」は、高温多湿となり熱中症などの労働災害が
発生しやすい夏季に、働く人たちが労働災害に遭うことなく、
家族全員が健康で楽しい夏休みを過ごせることを目的に、東備
地区で行われている労働災害ゼロを目指した活動です。平成４
年から続けられ、本年で27回目を迎えます。例年７月20日から
８月31日までの期間で行っており、和気労働基準監督署と当協
会を含む７災害防止団体で構成する災害防止団体等連絡協議会
が、管内事業所を対象とした一斉パトロールを行っています。
　平成29年度の岡山県内の労働死亡災害は19人（前年比５人、
35.7％増）となり、休業４日以上の労働災害は2,113人（前年比
292人、16％増）でした。和気労働基準監督署管内において
は、労働死亡災害が昨年に引き続き１件発生し、休業４日以上
の労働災害は100件（前年比２件、２％減）発生しており、２年
連続で100件以上となっています。
　東備地区の労働災害防止活動を推進するために、和気労働基準監督署並びに災害防止団体等連絡協議会
では、「不安全設備ゼロ」・「不安全行動ゼロ」を掲げ、７月20日に一斉パトロールを実施いたします。

７月20日～８月31日７月20日～８月31日


